
 

 

 

 

 

  
 

 

75歳以上の医療費窓口負担 2割化は許さない！ 

後期高齢者広域連合議会に向けた取り組み進める 

後期高齢者の医療費窓口負担 2割化反対の請願書を提出！ 

1月 18日（月）に後期高齢者医療広域連合議会へ請願書提出行動

を行い、4団体から 5名が参加しました。各団体からの要請書を議会

事務局担当者へ手渡しをして若干の意見交換を行いました。 

後期高齢者が多く加入している共同組織連絡会と年金者組合から、

「高齢になると病気がちとなるため、医療費がかかるのは当たり前。

年金が少ない上に、窓口負担 2割化になると受診控えと生活破綻が増

える」と懸念の声を伝え、福岡医療団からは、コロナ禍で厚労省が生

活保護を推進する PRを出している事への評価をしつつ、無料低額診

療同様に抵抗感を持っている方が多いこと、受診控えを心配している

ことを伝えると、事務局の方はうなずきながら話を聞いていました。 
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福岡県社会保障推進協議会 

電話 092-483-0431 
FAX 092-483-0435 

E-mail syaho@f-kenren.or.jp 

議会事務局へ要望書を手渡す保田氏（写真右）と、意見

交換を行う参加者（写真左） 

参 加：5名 保田[年金者組合]、藤野[福岡県民医連／福岡県社保協]、 

田口・池田師長・須崎[福岡医療団] 

請願書：4団体（福岡県社保協、年金者組合福岡県本部、福岡医療団、 

福岡佐賀民医連共同組織連絡会） 


